
テーマ『文化芸術』
〜社会と文化芸術の関わり〜
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資料１



今回のテーマ

『ウィズ／ポスト・コロナにおける文化芸術』

１

 新型コロナウイルスの感染拡大により、文化芸術活動の抑制が余儀なくされる
なかで、人々の生活や社会における文化芸術、またそれに関わるアーティスト
の存在の重要性が再認識

 今後の地域・社会において、文化芸術とどのように向かい合い、その活用をど
のように図っていくべきか

 これらを踏まえた自然首都圏としての本県の在り方はどうあるべきか、またそ
のため何をなしていくべきか など

テーマについて幅広な御意⾒を頂きたい
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地域社会・経済の活性化

⼦どもの⼼豊かな成⻑

人々が生きる楽しみを⾒出せる

地域に対する愛着や誇りの醸成

地域のイメージの向上

観光客の増加

人々の創造性の向上

高齢者の活躍の場の創出

障害者の活躍の場の創出

国際交流の促進

健康の増進

特にない・わからない

文化芸術の振興と効果

２

 『文化芸術の振興を図ることによりもたらされる効果に期待すること』として、アンケートでは、約
半数が「地域社会・経済の活性化」と回答、「⼦どもの⼼豊かな成⻑」「人々が生きる楽しみを⾒出
せる」「地域に対する愛着や誇りの醸成」「人々の創造性の向上」といった内面的な効果を期待する
割合も高い

文化芸術の振興を図ることによりもたらされる効果に期待すること

出典︓文化庁「文化に関する世論調査（令和元年度調査）」（R2.3）を加工



国の文化⾏政の方向性（異分野との連携推進）

３

 H29.12、文化庁は初の『文化と経済』に関
する国家戦略「文化経済戦略」を策定し、文
化芸術基本法や文化財保護法の改正などによ
り、文化芸術資源の保存と活用を通じて新た
な価値の創出と持続的な発展と成⻑を目指す

観光、産業、教育、福祉、まちづくりなどの
様々な関連分野との連携を強化し、総合的に
施策を推進することとしている



コロナ禍における文化芸術への影響

４

出典︓公益社団法人全国公⽴文化施設協会
「新型コロナウイルス感染拡大に伴う影響︓調査報告」（R2.3.16）

文化施設のイベント中止・キャンセル アーティストへの影響

世界各国において、政府機関などが文化芸術活動への⽀援を強⼒に実施

イベントの開催の中止・延期が相次ぐなど、文化芸術活動に深刻な影響

日本︓ 「この困難な時こそ、日本が活⼒を取り戻すために、文化芸術が必要」（宮⽥亮平文化庁⻑官『文化芸術に関わる全ての皆様へ』抜粋）
アメリカ︓ 「アメリカは、経済、コミュニティ、生活の一部として芸術とその仕事を必要としている」（メアリー・アン・カーター⽶国芸術基⾦チェアマン）
ドイツ︓ 「アーティストは生命維持に必要不可⽋な存在」（モニカ・グリュッタース文化大臣）

 2/21〜3/15の期間、全国の劇場・音楽堂等の公⽴文化施設では、
• 主催する自主事業の92.3%が中止や縮小、延期
• 貸館事業では、92.5％がホール等主施設利用をキャンセル

（施設の閉鎖含む）

 活動に影響があったと答えたアーティストは
8割を超え、その影響としては、「イベント
の延期・中止」、「収入の減少」、「練習場
所の制限」となっている

出典︓バドワイザー「コロナウイルスと制作に対しての意識調査」（R2.7.16）
（調査期間︓6/13~15）

活動にコロナウイルスの影響
があったと答えたアーティスト

コロナウイルスによる影響で苦しかったこと



本県における文化芸術の振興

文化芸術振興施策を総合的かつ計画的に推進し、もっ
て⼼豊かな県⺠生活及び活⼒ある地域社会の実現並び
に県経済の活性化に寄与

⼭梨県文化芸術基本条例（H30.12施⾏）

⼭梨県文化芸術推進基本計画（R2.3策定）

特徴ある美術館の魅⼒を高めるとともに、様々な分野と連
携・協働することで、本県の強みである自然や食と文化を
総合的に体感できる文化観光を地域の特色として推進

⼭梨県文化観光推進地域計画（R2.8認定）

５

●文化芸術基本法（H29.6改正）

・観光・産業、まちづく
り分野の施策と連携し
た地域活力の向上 等

・文化芸術の継承・発
展、文化施設の活用、誰
もが活動できる環境整備
等

・文化芸術の担い手育
成、子どもを含む県民
の理解の醸成 等

●文化観光推進法（R2.5施⾏）
自治体の実情に即した計画策定（努⼒義務）を規定 文化の振興を観光振興と地域活性化につなげ、これによる

経済効果を文化振興に再投資される好循環を創出

拠点となるミュージアム

飲食店、酒造メーカー等

医療分野等

観光推進事業者

テーマと親和性の高い産業

・観光ツアー開発
・効果的な広報活動展開
・ニーズの把握、事業効果検証

・認知症患者向け鑑賞プログラム開発
・「健康」と「鑑賞」に関する研究

・企業研修での活用
・地域における協働のあり方の模索
・イベント等の共催
・ミュージアムショップ取り扱い商品の開発

・ミュージアムレストラン・カフェの洗練
・醸造家、ソムリエとのメニュー・商品開発
・やまなしの豊かな「食」文化の発信

自然・食・文化をテーマと
した連携事業の実施

豊かさを実感できる地域の実現へ


